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（政策企画課）

ぼくたちの学校！わたしたちの学校！
【小中学校に関する問い合わせ】教育総務課　x820－５６２０

この本、よかった！みなさんにもおすすめしたい「くまどく本」を紹介します！

第二聖徳幼稚園　れんげ組
宇田　真紘
　絵がない絵本だけど、
おもしろい言葉がたくさ
ん出てきます。いつも大
笑いしてとっても楽しい
です。読んでみてね。

　第一小学校は、多くの人に支えられています。
昔遊びや九九検定、ミシン・裁縫のお手伝い、
ビオトープの修理など、年間100人超の地域の
みなさんに助けられています。
　そこで、２月 25 日 ( 火 ) に、地域のみなさん
への感謝の会を行い、日頃の感謝の気持ちをいろ
いろな方法で伝えました。心を込めて作った花や
メダルのプレゼント、お世話になった地域のみな
さんに関する○×クイズ大会、感謝のメッセージ、
そして、『ありがとうの花』の合唱では、感謝の
気持ちを込めたやわらかい歌声が体育館に響いて
いました。地域のみなさんからは、「元気いっぱ
いで、パワーをもらった」「楽しいところとしっ
かり話を聞くところを切り替えている姿がすばら
しかった」「これからも一緒に活動したい」といっ
た温かい言葉をいただきました。子どもたちも感
謝の気持ちを改めて実感し、地域とのつながりの
大切さを感じることができました。
　これからも、このつながりをもっと深めてい
きたいです。

宇田　誠之朗（父）

（教育総務課社会教育グループ）

　性別に関する固定概念（ジェンダーバイアス）の解消に向けた県主催の取り組みとして、エソール
広島と連携して開催された「ちぃともやもやジェンダー川柳コンテスト」の受賞作品を紹介します。

【作者のコメント】
　会社で重要なことを決める会議。よく見ると、あれ？
全員男性？？
　「けしからん！」とまでは思いませんが、「どうして
女性が参加していないの？私たち（女性）の声は届い
ている？」と気になってしまいます。

◀◀◀
エソール広島ホームページでは、
そのほかの受賞作品も紹介しています
ぜひご覧ください

出典：もやもや解消読本
　　　（広島県環境県民局わたしらしい生き方応援課発行）

（生活環境課）

いじめ、虐待、子育てなど、こどもの人権については『子どもの人権110番』へ
x0120－007－110（祝日を除く月～金曜日　8：30～ 17：15）

広島法務局・広島県人権擁護委員連合会

西ふれあい館からのお知らせ

あなたは知ってる？電波のルール
＜守ろう電波の3つのルール＞
１．無線機器を使用の際には、「技
　  適マーク」の確認をしてくだ
      さい。
２．外国規格の無線機器には、ご注意ください。
３．電波の利用には、原則免許が必要です。

　中国総合通信局では、電波に関する困りごとや
相談を受け付けています。
●不法無線局、混信・妨害相談
●テレビやラジオの受信障害
●電 波 利 用 料 に つ い て
●そ の 他 行 政 相 談

x222－３３３２
x222－３３８３
x222－３３０８
x222－３３１４

　西ふれあい館ではさまざまな講座を開催しています。趣味の活動や生涯学習の一環として、参加してみ
てはいかがですか。
▷受講生を募集している講座
　生 け 花 教 室
　a 毎月第３火曜日　 
　書 道 教 室
　a 毎月第２・４水曜日
　フラダンス教室
　a 毎月第２・４木曜日

13：30～15：30 

13：00～15：00 

10：00～12：00

z各2,400円／年（初回に持参）
　※材料費などは実費負担

a 毎週火曜日　14：00～16：00

大丈夫？
　男性ばかりの
　　　　　その会議

　くまどくに取り組むことで毎日読書する
習慣がつき、親子で絵本を楽しんでいます。
　絵がないのに子どもが楽しめるだろうか
と心配でしたが、いろいろな言葉を声に出し
て読むと、子どもが大爆笑。お気に入りの絵
本です。

No.141 　「えがないほん」 
作：Ｂ･Ｊ･ノヴァク　 訳：おおともたけし　 出版社：早川書房 

地域のみなさんに支えられて
～感謝の会～

人権とわたし 「ちぃともやもやジェンダー川柳コンテスト」
受賞作品を紹介！（Part.８）

　昨年度、第三小学校では、児童・保護者・地
域の人たち・教職員の「やりたい!!」があふれ
る学校づくりを目指して取り組みを進めていき
ました。そして、たくさんの「やりたい!!」を
見つけることができました。
　そこで今年度は、昨年度見つけた「やりたい!!」
を自分たちで実現する力を育成し、「できた!!」
であふれる学校づくりを目指します。
　例えば、授業の中に選択肢を設定し、自分で
学習を進めることができる児童を “学びの達人”
として育てていきます。また、縦割り班などの
異学年交流を通してより良い集団をつくり、児
童の「やりたい!!」を実現していきます。
　新体制のＰＴＡ『くまＳＵＮ和く・湧くファ
ミリー応援団』や学校運営協議会とも協力して、
常に “子ども基点” を意識し、全教職員が一丸
となって取り組んでいきたいと思います。
　地域のみなさん、ぜひ第三小学校にお越しい
ただき、私たちの「できた!!」につながるお力
添えをどうぞよろしくお願いします。

（教育総務課） （教育総務課）
▲お世話になった地域の人へ感謝の花を渡す児童たち　 ▲『くまＳＵＮ和く・湧くファミリールーム』開放週間の様子

「できた!!」であふれる学校づくり

熊野第一小学校 熊野第三小学校

ＳＴＯＰ９ わが家の「ケータイルール」 
夜９時以降はテレビゲームやスマホはやめて、十分な睡眠を取りましょう。
そして、毎朝欠かさず朝食を食べ、基本的生活習慣を身につけましょう。

＜フリースペース「ふれあいサロン」のご案内＞
碁盤や将棋盤などを持ち寄って、自由に楽し
めるスペースがあります。事前の申し込みは不
要で、どなたでも自由にご利用いただけます。ぜ
ひ気軽にお立ち寄りください。 
※利用状況により使用できない場合があります。

※それぞれ日程は変更になる場合があります。

（社会福祉課）

d日曜日、祝日、年末年始 
f西ふれあい館 x820－５５０１ 


